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コ
ラ
ム

ウミガメとの出会い（沖縄県渡
と

嘉
か

敷
しき

村
そん

）

渡嘉敷島は、慶良間諸島の中で一
番大きな島である。沖縄本島から
西へ約30kmの位置にある人口700
人ほどの島で、那覇港からフェリー
で１時間10分、高速船で約35分の
距離にある。透明度が高く世界的
にも美しいサンゴの海は“ケラマブ
ルー”と称され、海外からも多くの
観光客が訪れる。夏にはウミガメ、
冬にはクジラとの遭遇を楽しむこと
ができる。

写真キャプション

５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
農
村
政
策
を
め
ぐ
る
有
識

者
会
議
の
議
論
が
本
格
化
し
て
い
る
。
会
議
の
正
式

名
称
は
「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」。
農
林
水
産
省
に
設
置
さ
れ
た
「
農
村
政
策
・

土
地
利
用
の
在
り
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
も
と
に
置

か
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
こ
と

は
、
３
月
に
決
定
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
に
謳
わ
れ
て
い
た
。
今
回
の
基
本
計
画
の
新
機

軸
の
ひ
と
つ
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

農
村
政
策
に
つ
い
て
基
本
計
画
は
三
つ
の
柱
を
掲

げ
た
。
す
な
わ
ち
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
所
得
と

雇
用
機
会
の
確
保
」
と
「
人
が
住
み
続
け
る
た
め
の

条
件
整
備
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
人
材
づ
く
り
や
魅
力

の
発
信
を
意
味
す
る「
新
た
な
動
き
や
活
力
の
創
出
」

で
あ
っ
た
。
農
村
政
策
の
柱
と
紹
介
し
た
が
、
課
題

の
多
く
は
中
山
間
地
域
で
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
山
間
地
域
政
策
の
新
機
軸
と
表
現
し
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
と
で
、
も

う
ひ
と
つ
の
有
識
者
会
議
「
長
期
的
な
土
地
利
用
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

こ
ち
ら
も
荒
廃
農
地
を
強
く
意
識
し
て
い
る
点
で
、

中
山
間
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
。

中
山
間
地
域
政
策
を
振
り
返
る
と
、
直
接
支
払
制

度
の
導
入
が
出
発
点
だ
っ
た
。
２
０
０
０
年
の
こ
と

だ
か
ら
、
20
年
が
経
過
し
て
い
る
。
直
接
支
払
は
Ｅ

Ｕ
の
条
件
不
利
地
域
政
策
の
理
念
に
学
び
つ
つ
、
集

落
が
ベ
ー
ス
の
日
本
農
業
の
特
性
を
踏
ま
え
た
仕
組

み
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。
基
本
は
平
地
農
業
と
の
生

産
性
格
差
の
補
填
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
農
地
を
守

る
点
に
あ
っ
た
。
国
民
の
支
持
も
得
ら
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
反
面
、
地
域
の
農
業
生
産
や
農
家
経
済
、

さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像
を
具
体
的
・
長

期
的
に
構
想
し
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
い
う

発
想
は
弱
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
策
に
も
多
少

関
与
し
た
者
と
し
て
の
自
戒
も
含
め
て
、
こ
れ
が
率

直
な
印
象
で
あ
る
。

守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
限
り
、
新
し
い
ア
イ
デ

ア
は
出
に
く
い
。
今
回
の
農
村
政
策
検
討
の
プ
ロ
セ

ス
に
は
、
そ
ん
な
状
態
か
ら
脱
却
す
る
熱
意
が
感
じ

ら
れ
る
。
同
時
に
農
村
社
会
に
は
、
新
た
な
発
想
の

も
と
で
こ
そ
、
守
る
こ
と
が
で
き
る
要
素
も
あ
る
よ

う
に
思
う
。

福
島
大
学
教
授

生し
ょ
う

源げ
ん

寺じ

　
眞し

ん

一い
ち

近
未
来
の
農
村
社
会
に
向
け
て

「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に

　

羽
田
経
済
農
林
委
員
長
が
参
画
、
地
域
農
政
未
来
塾
・
生
源
寺
塾
長
が
出
席
�
�
�
�
�
⑵

学
校
再
開
後
の
学
校
の
状
況
に
関
す
る
意
見
交
換
会
に
坂
口
行
政
委
員
長
が
出
席
�
�
�
�
⑷

デ
ジ
タ
ル
前
提
に
シ
ス
テ
ム
転
換
へ
＝
行
政
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
「
一
丁
目
一
番
地
」
に
＝　

　

―
骨
太
方
針
・
成
長
戦
略
―
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑸

小
さ
く
と
も
き
ら
り
と
輝
る
和
木
町
を
未
来
に
つ
な
ぐ
＝
山
口
県
和
木
町
�
�
�
�
�
�
�
⑻

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑿

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
が
島
を
変
え
た
！
��
�
�
�
�
香
川
県
土
庄
町　

三
枝　

邦
彦
�
⒁

活�

動

活�

動

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想
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新
し
い
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

に
は
、
全
国
町
村
会
が
こ
れ
ま
で
提
言
・

要
望
し
て
き
た
内
容
に
つ
い
て
、
一
定
の

反
映
が
な
さ
れ
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
農
村
政
策

の
総
合
化
」
に
つ
い
て
は
、
本
会
地
域
農

政
未
来
塾
主
任
講
師
で
も
あ
り
、
本
会
の

農
政
関
連
の
各
種
検
討
会
の
取
り
ま
と
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
小
田
切
明
治

大
学
教
授
を
座
長
に
、
農
水
省
に
「
新
し

い
農
村
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
が
設
置
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
本
会
か
ら
は
町
村
現
場
の

活
動
実
態
を
紹
介
し
、
新
し
い
政
策
づ
く

り
に
反
映
す
べ
く
羽
田
経
済
農
林
委
員
長

が
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。

７
月
30
日
に
開
催
し
た
会
議（
第
３
回
）

の
テ
ー
マ
は
「
農
政
に
携
わ
る
町
村
職
員

の
人
材
育
成
」
で
あ
り
、
本
会
が
主
宰
す

る
「
地
域
農
政
未
来
塾
」
の
塾
長
で
あ
る

生
源
寺
眞
一
教
授
（
福
島
大
学 

農
学
群 

食
農
学
類
長
、
元
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
会
長
）
を
招
き
、
町
村
職
員
の

人
材
育
成
を
行
う
同
塾
に
つ
い
て
、
設
立

の
経
緯
や
意
義
・
内
容
等
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

同
塾
は
、
全
国
の
町
村
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
う
農
林
水
産
業
に
関
連
し
、

「
ひ
と
づ
く
り
」
の
重
要
性
を
強
く
認
識

す
る
と
と
も
に
、
特
に
町
村
行
政
に
お
い

て
農
政
に
携
わ
る
職
員
が
カ
ギ
を
握
る
こ

と
か
ら
、
生
源
寺
塾
長
の
も
と
４
名
の
主

任
講
師
の
全
面
的
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

塾
の
運
営
に
つ
い
て
も
運
営
委
員
会
を
設

置
し
、
皆
川
芳
嗣
運
営
委
員
長
（
元
農
林

水
産
事
務
次
官
）
の
も
と
各
種
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

会
議
に
お
い
て
、
生
源
寺
塾
長
か
ら

は
、
同
塾
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
を
把

握
し
、
国
の
政
策
に
つ
い
て
の
十
分
な
理

解
と
と
も
に
農
政
の
理
論
に
通
じ
、
自
ら

の
地
域
課
題
に
気
づ
き
、
学
び
、
考
え
、

提
案
し
、
実
行
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
農

政
担
当
職
員
を
養
成
す
る
た
め
、
4
年
前

の
2
0
1
6
年
に
開
講
し
た
と
紹
介
。

20
～
40
歳
代
の
全
国
の
町
村
職
員
約
20

名
が
東
京
に
集
う
少
数
精
鋭
・
短
期
集
中

型
の
塾
で
あ
り
、
1
年
間
（
5
月
～
翌
年

1
月
）
に
わ
た
り
月
1
回
、
合
計
36
コ
マ

を
受
講
し
、
各
界
で
活
躍
す
る
講
師
陣
に

よ
る
農
政
や
地
域
づ
く
り
等
の
講
義
の
ほ

か
、
4
名
の
主
任
講
師
に
よ
る
ゼ
ミ
や
現

地
調
査
の
実
施
等
の
幅
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
用
意
。
学
び
の
集
大
成
と
し
て
論
文

の
執
筆
と
研
究
発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）
を
行
っ
て
い
る
と
紹
介
。
す
で

に
4
期
、
約
80
名
が
卒
塾
し
各
町
村
で
活

躍
し
て
い
る
が
、
5
期
生
を
迎
え
る
予
定

だ
っ
た
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
と
報
告
。

次
に
、「
塾
生
に
伝
え
た
い
こ
と
」
と

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
（
令
和
2
年
3
月
31
日
閣
議
決
定
）
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
農
村
政
策
の
総
合
化
」
の
具
体
化
を
図
る
た
め
、
農
林
水
産

省
は
「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長
・
小
田
切

徳
美
明
治
大
学
農
学
部
教
授
）
を
設
置
。
本
会
か
ら
は
羽
田
健
一
郎
経
済
農

林
委
員
長
（
長
野
県
長
和
町
長
）
が
委
員
と
し
て
参
画
。
7
月
30
日
（
第
３

回
）
は
市
町
村
の
人
材
育
成
を
中
心
に
議
論
し
、
本
会
地
域
農
政
未
来
塾
の

生
源
寺
塾
長
が
出
席
し
意
見
を
述
べ
た
。

全

国

町

村

会

全

国

町

村

会

「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に

「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に

羽
田
経
済
農
林
委
員
長
が
参
画
、
地
域
農
政
未
来
塾
・
生
源
寺
塾
長
が
出
席

羽
田
経
済
農
林
委
員
長
が
参
画
、
地
域
農
政
未
来
塾
・
生
源
寺
塾
長
が
出
席

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

活　動

2020年（令和 2年） 8月24日　2第3130号

3130 p02-03  活動_新しい農村政策.indd   23130 p02-03  活動_新しい農村政策.indd   2 2020/08/20   10:40:122020/08/20   10:40:12



し
て
、
町
村
に
は
多
様
な
個
性
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
個
性
（
強
み
や
弱
点

等
）
を
現
地
調
査
等
で
認
識
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
述
べ
た
。

ま
た
、
農
政
の
課
題
に
も
町
村
の
個
性

が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
定
型
的
な
解
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
町
村
ご
と
の
立
地
条

件
や
歴
史
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
強
み
を
活

か
す
道
を
独
自
に
探
究
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
し
て
「
解
答
よ
り
も
解
法
」
と
強
調

し
た
。

加
え
て
、
農
業
の
生
産
性
の
向
上
と
自

然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、

文
化
の
伝
承
に
は
相
反
す
る
面
が
あ
る
と

し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
の
「
二
兎
を
追
っ

て
二
兎
を
得
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
農
村
は
閉
鎖
的
と
言

わ
れ
る
が
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
決
ま
り

ご
と
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
自
分

た
ち
で
新
た
な
決
ま
り
ご
と
を
生
み
出
し

て
き
た
と
し
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
柔

軟
性
・
強
さ
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
、「
町
村
の
強
み
を
生
か
す
」

と
し
て
、
国
の
省
庁
と
は
違
い
、
町
村
職

員
は
、
農
政
に
限
ら
ず
、
福
祉
や
教
育
な

ど
様
々
な
分
野
を
経
験
す
る
の
が
普
通

で
、
異
な
る
分
野
の
職
員
が
ほ
と
ん
ど
隣

り
合
わ
せ
で
勤
務
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
持

ち
味
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
周
り

の
知
見
を
活
か
し
分
野
横
断
的
な
提
案
が

で
き
る
と
し
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
感
を

表
明
し
た
。

質
疑
応
答
の
中
で「
解
答
よ
り
も
解
法
」

の
詳
細
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
同
教
授
は
、

問
題
解
決
に
は
、
基
本
的
な
要
素
と
阻
害

す
る
要
素
と
い
っ
た
問
題
の
構
図
を
認
識

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ

て
、
短
期
的
、
中
長
期
的
に
対
応
す
べ
き

「
解
」
を
整
理
す
る
。「
解
」
が
違
っ
て
も

解
い
て
い
く
た
め
に
は
共
通
の
思
考
の
手

順
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
具
体
的
な
解
き

方
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
等
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
学
ん
で
も
ら
い
た
い

と
発
言
し
、「
定
型
的
な
答
え
を
学
ぶ
の

で
は
な
く
、実
態
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

課
題
に
即
し
た
解
き
方
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。

羽
田
経
済
農
林
委
員
長
か
ら
も
、
町
村

職
員
の
育
成
の
た
め
に
本
会
が
主
宰
す
る

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
の
意
義
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
、

国
に
対
し
て
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
思

い
切
っ
た
制
度
・
政
策
に
よ
る
支
援
を
求

め
た
。

同
会
議
で
は
、
農
水
省
が
官
民
を
幅
広

く
対
象
と
す
る
人
材
育
成
の
研
修
・
認
定

制
度
案
に
つ
い
て
も
、
た
た
き
台
の
ひ
と

つ
と
し
て
提
示
。
各
委
員
か
ら
も
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
、
引
き
続
き
協
議
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
を
契
機
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の

普
及
か
ら
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
新
た
な

人
材
育
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
小
田
切
座
長
か
ら
、
人
材
の
育

成
に
つ
い
て
、
ス
キ
ル
を
得
る
よ
り
も
気

づ
き
や
解
法
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
試
行
錯
誤
で
き
る
よ
う
な
時
間
軸
や

空
間
の
確
保
が
必
要
と
の
共
通
認
識
が
今

回
の
会
議
で
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
認
定
制

度
と
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
係
の

整
理
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
人
材
育
成
の
可

能
性
な
ど
の
議
論
が
深
め
ら
れ
た
と
総
括

し
た
。

▲

意
見
を
述
べ
る
生
源
寺
塾
長

▲

座
長
：
小
田
切
明
治
大
学
教
授

▲

意
見
を
述
べ
る
羽
田
経
済
農
林
委
員
長
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意
見
交
換
会
で
は
、
冒
頭
、
萩
生
田
大
臣

が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は
I
C
T
環

境
整
備
の
加
速
や
、
学
習
指
導
員
等
の
大
規

模
追
加
配
置
、
学
校
再
開
を
支
援
す
る
経
費

の
措
置
な
ど
学
習
保
障
に
必
要
な
人
的
・
物

的
支
援
の
た
め
の
経
費
を
令
和
２
年
度
第
2

次
補
正
予
算
に
計
上
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
保
障
の
た
め
の
総
合
的
な
対
策

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
日
は
こ

う
し
た
文
部
科
学
省
の
取
組
や
、
学
校
再
開

後
の
子
ど
も
た
ち
、
先
生
方
の
様
子
、
学
校

現
場
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
皆
様

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
取
組
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

意
見
交
換
の
場
で
、
坂
口
委
員
長
は
、

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
実
施
な

ど
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
保
障
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
の
意
を
示
し
た
う
え
で
、

本
会
の
所
管
す
る
委
員
会
の
委
員
に
行
っ
た

意
見
照
会
の
回
答
を
も
と
に
、
学
校
再
開
後

の
現
場
の
状
況
や
課
題
等
に
つ
い
て
の
意
見

を
以
下
の
通
り
述
べ
た
。

ま
ず
、
教
職
員
・
児
童
生
徒
の
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
、「
現
場
の
状
況
や
課
題
は
、

地
域
や
学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
共
通
す

る
の
は
感
染
防
止
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
学
習
の
遅
れ
を
い
か
に
し
て
取
り
戻
す

か
、手
探
り
の
状
態
が
続
い
て
い
る
」
と
し
、

「
学
習
の
遅
れ
は
、
指
導
内
容
の
重
点
化
や

学
校
行
事
の
縮
小
、
夏
季
休
暇
の
短
縮
等
で

何
と
か
対
応
し
て
い
る
が
、
学
校
で
は
限
ら

れ
た
時
間
割
の
中
で
、
充
実
し
た
授
業
を
行

う
よ
う
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。
教
職

員
は
こ
れ
ま
で
の
多
忙
な
業
務
に
加
え
、
感

染
防
止
指
導
や
教
室
、
用
具
の
消
毒
等
、
子

ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
重
大

な
職
務
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
長
期
化
す
れ
ば
、教
職
員
が
疲
弊
し
、

健
康
を
損
な
う
」
な
ど
と
い
っ
た
教
育
現
場

へ
の
重
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
に
対

し
、
教
員
の
加
配
や
学
習
指
導
員
の
追
加
配

置
、
ス
ク
―
ル
・
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
大

規
模
追
加
な
ど
の
人
的
支
援
の
継
続
と
拡
充

を
す
る
こ
と
で
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
消
毒
作
業
等
の
業

務
を
教
職
員
以
外
が
担
え
る
よ
う
、
第
2
次

補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
感
染
症
対
策
支
援

経
費
（
1
校
1
0
0
万
円
～
3
0
0
万
円
）

の
増
額
と
柔
軟
な
活
用
を
要
請
し
た
。
さ
ら

に
、
児
童
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て
、「
外
出

自
粛
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
等
に
よ

る
心
身
へ
の
悪
影
響
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
常
時
配
置
等
で

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を
図
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
た
ほ
か
、「
各
種
行
事
や
部
活
動

の
縮
小
な
ど
で
、
友
達
と
の
交
流
、
地
域
の

方
と
の
交
流
の
機
会
が
激
減
し
て
い
る
た

め
、
地
元
の
祭
り
へ
の
参
加
や
ふ
る
さ
と
教

育
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に

誇
り
と
愛
着
を
持
つ
機
会
を
失
う
こ
と
は
、

農
山
漁
村
の
将
来
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
懸

念
材
料
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

次
に
、教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
、

「
臨
時
休
校
時
に
お
け
る
学
習
機
会
の
確
保

対
策
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
家
庭
学
習
が

中
心
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
教

育
格
差
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
感
染
拡
大

時
へ
の
備
え
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ

後
の
社
会
に
お
い
て
も
、
教
育
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
必
要
性
は
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
た
う
え
で
、
町
村
部
で
は
難
し
い

I
C
T
支
援
員
等
の
人
材
確
保
や
す
べ
て
の

家
庭
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
、
通
信
費
支
援
な
ど
を
求
め
た
。

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
保
障
す

る
た
め
の
「
少
人
数
編
成
を
可
能
と
す
る
教

員
の
確
保
」
に
つ
い
て
、「
先
般
、
地
方
三

団
体
の
『
新
し
い
時
代
の
学
び
の
環
境
整
備

に
向
け
た
緊
急
提
言
』
の
中
で
申
し
上
げ
た

通
り
で
あ
る
が
、
私
ど
も
の
意
見
照
会
の
回

答
で
も
、多
く
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、

改
め
て
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
」と
述
べ
、

意
見
を
締
め
括
っ
た
。

意
見
交
換
の
後
、
萩
生
田
大
臣
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
各
自
治
体
の
支
援
・
協
力
に

感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、「
各
自
治
体

例
を
横
展
開
し
、
で
き
る
だ
け
現
場
の
負
担

を
減
ら
し
て
い
け
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
I
C
T
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
す
で
に
予
算
を
確
保
し
て
い
る
の
で
、
出

来
る
だ
け
早
く
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。今
後
、学
級
の
規
模
も
含
め
た
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
学
校
の
在
り
方
を
皆
様
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、
会
議
を
締
め
括
っ
た
。

※
参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▲意見を述べる坂口委員長

　

学
校
再
開
後
の
学
校
の
状
況
に
関
す
る
意
見
交
換
会
が
、
8
月
3
日
に

w
e
b
会
議
形
式
で
開
催
さ
れ
、
全
国
町
村
会
の
坂
口
博
文
行
政
委
員
会
委
員

長
（
徳
島
県
那
賀
町
長
）
を
は
じ
め
地
方
三
団
体
の
代
表
が
出
席
。
政
府
側
か

ら
出
席
し
た
萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣
等
と
、
学
校
再
開
後
の
学
校
の
状
況

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

学
校
再
開
後
の
学
校
の
状
況
に
関
す
る

学
校
再
開
後
の
学
校
の
状
況
に
関
す
る

意
見
交
換
会
に
坂
口
行
政
委
員
長
が
出
席

意
見
交
換
会
に
坂
口
行
政
委
員
長
が
出
席

全国町村会全国町村会
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年
内
に
デ
ジ
タ
ル
化
実
行
計
画

年
内
に
デ
ジ
タ
ル
化
実
行
計
画  

見
直
し

見
直
し

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
「
生
産
性
を

引
き
上
げ
、
今
後
の
経
済
成
長
を
主
導
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
便
利
で
豊
か
な
生
活

を
実
現
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
」

と
し
つ
つ
、「
行
政
分
野
を
中
心
に
社
会

実
装
が
大
き
く
遅
れ
活
用
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
先
行
諸
国
の
後こ

う

塵じ
ん

を
拝
し
て
い
る
こ

と
が
明
白
と
な
っ
た
」
と
指
摘
。
そ
の
上

で
、行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は「
一

丁
目
一
番
地
の
最
優
先
政
策
課
題
」
と
位

置
付
け
た
。
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た
手

続
き
の
電
子
化
に
関
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
・

ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
」
で
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
段
階
的
に
国

の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
と
し
、
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
９
割
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い

た
。
こ
の
計
画
を
年
内
に
見
直
し
、「
デ

ジ
タ
ル
化
を
一
気
に
実
現
す
る
」
と
明
記

し
た
。
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た

め
、
内
閣
官
房
に
民
間
の
専
門
家
や
各
省

庁
で
構
成
す
る
新
た
な
司
令
塔
機
能
を
構

築
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
、
国
、
地
方

を
通
じ
た
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
在
り
方
、
予

算
・
政
策
な
ど
へ
の
反
映
も
含
め
抜
本
的

な
改
善
を
図
る
工
程
を
具
体
化
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
デ
ジ
タ
ル
・
ガ

バ
メ
ン
ト
の
基
盤
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
７
月
１
日

時
点
で
、
交
付
枚
数
は
約
２
、
２
２
５
万

枚
、
交
付
率
は
17
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
も
「
国
民
に

と
っ
て
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に
作
り
変

え
る
」
と
し
、抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
。

具
体
的
に
は
２
０
２
２
年
を
め
ど
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
生
涯
に

わ
た
る
健
康
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、デ
ー
タ
の
医
療
・

介
護
研
究
な
ど
へ
の
活
用
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
障
害
者
割
引
適
用
の
際
に
も
活
用
す
る

こ
と
で
、
障
害
者
手
帳
の
提
示
が
不
要
に

な
る
よ
う
に
す
る
。
在
留
カ
ー
ド
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
の
検
討
も
進

め
、２
０
２
１
年
に
結
論
を
得
る
と
し
た
。

加
え
て
、
国
税
の
還
付
や
年
金
給
付
、

給
付
金
の
受
け
取
り
な
ど
の
手
続
き
の
簡

素
化
・
迅
速
化
の
た
め
、
預
貯
金
口
座
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ひ
も
付
け
に
つ
い
て
も

年
内
に
結
論
を
得
る
と
明
記
。
各
種
免
許

や
国
家
資
格
な
ど
の
分
野
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
利
活
用
方
法
も
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
経
済
対
策
の
特
別
定
額
給

付
金
の
支
給
に
当
た
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
急
増
し
事
務
作
業

に
支
障
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
付
き
の
カ
ー
ド
申
請
書
の
再
交
付
な
ど

手
続
き
の
体
制
を
拡
充
す
る
。

ま
た
、政
府
は
自
治
体
の
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）
と
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
の
活
用
、
デ

ジ
タ
ル
人
材
不
足
の
解
消
な
ど
に
向
け
、

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
化
を
推
進
す

る
計
画
を
年
内
に
策
定
。
デ
ジ
タ
ル
人
材

に
不
足
に
つ
い
て
は
、
人
材
の
中
長
期
派

遣
や
自
治
体
間
で
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
兼
務
な
ど

を
後
押
し
す
る
。
併
せ
て
、
Ｉ
Ｔ
基
本
法

を
全
面
改
正
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す

る
た
め
の
新
た
な
基
本
理
念
や
方
針
を
規

定
。
来
年
の
通
常
国
会
で
の
改
正
案
提
出

デジタル前提にシステム転換へデジタル前提にシステム転換へ
＝行政オンライン化を「一丁目一番地」に＝＝行政オンライン化を「一丁目一番地」に＝

―骨太方針・成長戦略――骨太方針・成長戦略―
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政
府
は
７
月
17
日
、
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
「
骨
太
の
方
針
」

と
成
長
戦
略
を
閣
議
決
定
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

と
経
済
の
両
立
や
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
頻
発
す
る
豪
雨
災
害

を
踏
ま
え
た
国
土
強
き
ょ
う

靱じ
ん

化
、
防
災
・
減
災
対
策
を
柱
に
掲
げ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム
の
運
用
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮

上
し
た
こ
と
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
を
図
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
も
盛
り
込
ん
だ
。

引
き
続
き
感
染
症
に
備
え
る
た
め
検
査
態
勢
と
医
療
提
供
体
制
も
強
化
す
る
。

p05-07 3130 政策_骨太の方針＋町村.com.indd   5p05-07 3130 政策_骨太の方針＋町村.com.indd   5 2020/08/24   10:54:282020/08/24   10:54:28



を
念
頭
に
省
庁
間
や
自
治
体
間
で
の
シ
ス

テ
ム
の
統
一
な
ど
を
検
討
す
る
。
国
家
公

務
員
の
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）」
の
推
進
環
境
も

整
備
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
は
、
全
て
の
行

政
手
続
き
を
対
象
に
「
書
面
・
押
印
・
対

面
」
と
い
っ
た
制
度
、
慣
行
を
見
直
し
、

原
則
と
し
て
こ
れ
ら
を
不
要
と
す
る
。
民

間
の
商
慣
習
に
つ
い
て
も
官
民
一
体
と

な
っ
て
改
革
を
行
い
、
行
政
の
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
き
の
利
用
率
を
引
き
上
げ
る
目
標

設
定
も
行
う
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と
し

て
官
公
庁
や
企
業
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
今
後
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
定

着
さ
せ
る
た
め
数
値
目
標
も
定
め
る
。
中

小
企
業
に
も
導
入
す
る
た
め
、
専
門
家
に

よ
る
無
料
相
談
対
応
や
全
国
的
な
導
入
支

援
体
制
を
構
築
。
こ
れ
に
伴
い
、
裁
量
労

働
制
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
い
、
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

4040
代
、
代
、
5050
代
の
兼
業
・
副
業
促
進

代
の
兼
業
・
副
業
促
進

東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
て
は
、

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
の
早
期
実
現

を
目
指
す
ほ
か
、
商
品
な
ど
を
自
動
走
行

で
配
送
す
る
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス

実
用
化
に
向
け
た
制
度
設
計
の
基
本
方
針

を
早
期
に
策
定
。
２
地
域
居
住
な
ど
を
行

い
や
す
く
す
る
た
め
、
兼
業
・
副
業
、
子

育
て
な
ど
の
課
題
を
洗
い
出
し
て
、
取
組

の
工
程
を
明
確
に
す
る
。
若
者
の
地
方
定

着
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
地
方
国
立
大

学
の
定
員
増
や
地
域
雇
用
向
け
の
地
元
枠

の
設
定
、若
手
教
員
ら
の
別
枠
で
の
登
用
、

大
学
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
実
施
な
ど

を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

年
内
に
策
定
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
首

都
圏
に
あ
る
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
の
地
方
設
置
も
促
進
す
る
。

ま
た
、
若
者
世
代
だ
け
で
な
く
、
40
代
、

50
代
で
も
副
業
や
転
職
を
検
討
す
る
動
き

が
あ
る
こ
と
や
首
都
圏
か
ら
地
方
に
移
住

す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
大
手
銀
行
な
ど
で
専
門
経

験
を
持
つ
人
材
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
で
リ
ス
ト
を

管
理
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
地
方

の
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と

も
に
経
営
を
担
う
人
材
の
円
滑
な
移
動
や

兼
業
・
副
業
を
促
進
す
る
。

人
口
減
少
が
深
刻
化
す
る
40
年
ご
ろ
を

見
据
え
、
自
治
体
の
広
域
連
携
を
推
進
す

る
。
個
別
の
分
野
で
国
が
法
令
に
基
づ
い

て
計
画
作
成
を
自
治
体
に
求
め
る
場
合

は
、
複
数
自
治
体
で
の
共
同
作
成
を
可
能

と
す
る
。
市
町
村
間
や
市
町
村
と
都
道
府

県
の
連
携
な
ど
に
よ
る
事
務
の
補
完
に
関

す
る
具
体
策
も
検
討
す
る
。
ま
た
全
公
営

企
業
の
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
を
５
年

以
内
に
実
現
す
る
た
め
の
工
程
を
明
確
化

す
る
。

国
土
強
靱
化
対
策
後
も
必
要
な

国
土
強
靱
化
対
策
後
も
必
要
な  

予
算
確
保

予
算
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、
学
校
は
臨
時
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
病
院
で
は
病
床
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
た
ほ
か
、
感
染
を
恐
れ
て
患
者
が
診

察
を
受
け
な
く
な
り
、
経
営
環
境
が
悪
化

す
る
病
院
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
教
育
・

医
療
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
検
討
す
る
。
教

育
の
分
野
で
は
、
高
校
・
大
学
の
遠
隔
教

育
に
つ
い
て
、
単
位
取
得
の
ル
ー
ル
の
見

直
し
を
検
討
す
る
ほ
か
、
義
務
教
育
で
の

遠
隔
教
育
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
の

整
備
、
活
用
を
促
進
す
る
。
臨
時
休
校
な

ど
緊
急
時
で
も
、
少
人
数
に
よ
る
き
め
細

か
な
指
導
体
制
の
計
画
的
な
整
備
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
な
ど
を
検
討
す
る
。
ま
た
、「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
進
め
、
端
末

を
児
童
生
徒
１
人
１
台
配
備
し
、
必
要
な

通
信
環
境
を
整
備
。
効
果
的
な
遠
隔
・
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
の
実
現
を
目
指
す
。

医
療
で
は
、
電
子
処
方
箋
や
オ
ン
ラ
イ

ン
服
薬
指
導
な
ど
に
よ
り
、
診
察
か
ら
薬

の
受
け
取
り
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
仕

組
み
を
構
築
。
電
子
処
方
箋
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

２
０
２
２
年
夏
を
め
ど
に
運
用
を
開
始
す

る
。
ま
た
、
感
染
症
や
災
害
、
救
急
な
ど

の
対
応
に
万
全
を
期
す
た
め
、
医
療
・
介

護
分
野
で
の
デ
ー
タ
利
活
用
や
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
加
速
し
、
自
身
の
医
療
・
健
康
情

報
を
個
人
が
主
体
的
に
管
理
で
き
る

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
」（
Ｐ
Ｈ

Ｒ
）
の
拡
充
も
含
め
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改

革
を
推
進
す
る
。人
手
不
足
が
続
く
介
護
・

障
害
福
祉
分
野
に
対
し
て
は
、
感
染
症
対

策
の
観
点
か
ら
対
面
以
外
の
手
段
を
可
能

な
限
り
活
用
し
て
生
産
性
向
上
に
重
点
的

に
取
り
組
む
。
次
期
介
護
報
酬
改
定
で
人

員
配
置
の
見
直
し
も
含
め
後
押
し
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で

の
リ
モ
ー
ト
活
用
、
文
書
の
簡
素
化
・
標

準
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
を
行
い
、
医
療
・

介
護
分
野
の
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
国

際
標
準
化
を
進
め
る
。

近
年
、
水
災
害
が
頻
発
し
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
に
つ
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル

化
・
ス
マ
ー
ト
化
を
図
り
つ
つ
、
国
・
地

方
自
治
体
を
は
じ
め
関
係
者
が
一
致
団
結

し
総
力
を
挙
げ
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体

と
な
っ
た
取
組
を
強
力
に
推
進
す
る
」
と

強
調
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
危
機

管
理
や
、
復
旧
・
復
興
の
迅
速
化
、
防
災

専
門
家
の
育
成
に
よ
り
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
る
。
７
月
に
九
州
地
方
な
ど
を

襲
っ
た
豪
雨
に
も
触
れ
、
無
電
柱
化
を
は

じ
め
と
し
た
電
気
・
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
や
、
道
路
・
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
な
ど
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を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
気
象
情
報
の

高
度
化
や
た
め
池
の
整
備
な
ど
流
域
全
体

で
の
対
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
公
衆
衛

生
や
医
療
体
制
の
強
化
、
消
防
防
災
力
の

充
実
な
ど
の
調
査
・
検
討
を
行
う
。

２
０
２
０
年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

３
カ
年
緊
急
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
緊
急

対
策
後
も
「
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
具

体
的
数
値
目
標
を
掲
げ
計
画
的
に
取
り
組

む
た
め
、
必
要
・
十
分
な
予
算
を
確
保
す

る
」
と
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
。

今
年
の
骨
太
の
方
針
は
、
例
年
明
記
し

て
い
る
、
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支

（
Ｐ
Ｂ
）
を
２
０
２
５
年
度
に
黒
字
化
す

る
目
標
を
具
体
的
に
記
載
し
な
い
代
わ
り

に
「
今
年
度
の
新
規
国
債
発
行
額
が
戦
後

最
大
の
90
兆
円
以
上
に
達
す
る
な
ど
社
会

保
障
と
財
政
の
持
続
可
能
性
に
係
る
構
造

的
な
問
題
が
あ
る
」
と
強
調
。
そ
の
上
で

「
骨
太
方
針
２
０
１
８
、
２
０
１
９
に
基

づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
加
速

な
ど
の
優
先
課
題
の
設
定
と
メ
リ
ハ
リ
の

強
化
を
行
い
つ
つ
、
経
済
・
財
政
一
体
改

革
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
２
０
２
０
年

末
ま
で
に
改
革
工
程
の
具
体
化
を
図
る
」

と
の
文
言
に
し
た
。
内
容
は
全
体
的
に
こ

れ
ま
で
の
骨
太
の
方
針
よ
り
も
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
ペ
ー
ジ
数
も

昨
年
は
75
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
今
回
は
37

ペ
ー
ジ
と
大
幅
に
減
っ
た
。
内
閣
府
の
幹

部
は
「
概
算
要
求
基
準
の
提
出
期
限
も
１

カ
月
後
ろ
倒
し
て
、
内
容
も
簡
素
な
も
の

に
す
る
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
骨
太
方
針

も
な
る
べ
く
簡
潔
に
し
て
、
重
点
を
絞
り

込
ん
だ
」
と
話
し
た
。

同
時
に
決
定
し
た
成
長
戦
略
で
は
、
政

府
が
主
導
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
さ
ら
な
る
普
及
を
促
す
た
め
、
自
治
体

へ
の
公
共
料
金
の
支
払
い
に
関
し
て
、
４

月
に
策
定
し
た
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
手
順
書
」の
活
用
を
促
進
し
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
後
押
し
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

江
川　

剛
正
）
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　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考え
ています。ご覧になったご感想・ご意見を、
下記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

和
木
町
の
概
要

和
木
町
は
山
口
県
の
東
端
に
位
置
し
、
広

島
県
と
小
瀬
川
を
挟
ん
で
隣
接
し
て
い
ま

す
。
町
域
は
岩
国
市
と
接
し
、
北
は
広
島
県

大
竹
市
、東
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い
ま
す
。

行
政
区
域
面
積
は
10
・
58
㎢
で
、
そ
の
う
ち

約
50
％
が
山
林
で
あ
り
、
平
地
の
ほ
と
ん
ど

は
宅
地
化
さ
れ
、
農
耕
地
は
わ
ず
か
2
・

5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
勢
は
、南
側
に
緑
豊
か
な
山
々
を
擁
し
、

北
側
を
小
瀬
川
に
接
し
た
低
い
地
域
で
東
西

に
開
け
、
小
瀬
川
河
口
部
の
堆
積
地
の
上
に

で
き
た
町
で
す
。
気
候
は
、
瀬
戸
内
海
気
候

で
あ
り
、
気
温
は
四
季
を
通
し
て
温
度
差
が

少
な
く
、年
間
平
均
気
温
は
15
～
16
℃
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
吉
川
家
の
所
領
に
あ
り
、

明
治
22
年
の
市
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
小

瀬
・
和
木
・
関
ヶ
浜
・
瀬
田
の
４
村
を
統
治

し
て
小
瀬
川
村
と
な
り
、
明
治
32
年
に
小
瀬

村
と
分
離
し
て
和
木
村
が
誕
生
、
昭
和
48
年

に
町
制
施
行
し
和
木
町
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
人
口
は
６
、
２
１
４
人
、
２
、
７

０
１
世
帯
（
令
和
2
年
６
月
1
日
現
在
）
で

す
。

町
の
発
展
を
支
え
る
産
業

か
つ
て
は
農
業
と
海
苔
の
生
産
が
主
で
し

た
が
、
明
治
39
年
に
現
在
の
日
本
製
紙
㈱
の

前
身
で
あ
る
芸
防
抄
紙
㈱
が
進
出
、
さ
ら
に

昭
和
15
年
に
陸
軍
燃
料
廠
、
次
い
で
現
在
の

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
麻
里
布
製
油
所
の
前
身
で

あ
る
興
亜
石
油
㈱
が
設
立
さ
れ
る
に
至
り
、

工
業
の
町
と
し
て
の
色
彩
が
強
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
戦
争
に
よ
り
打
撃
を
受
け
ま

し
た
が
、
昭
和
31
年
に
三
井
化
学
㈱
の
前
身

で
あ
る
三
井
石
油
化
学
工
業
㈱
が
陸
軍
燃
料

廠
跡
地
に
進
出
し
、
日
本
初
の
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
町
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
に

至
り
ま
し
た
。

▲

地
域
の
憩
い
の
場
　
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
　
バ
ラ
園

現地レポート 町村独自のまちづくり
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和木町

岩国
錦帯橋
空港
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小
さ
く
と
も
き
ら
り
と

小
さ
く
と
も
き
ら
り
と
輝輝ひ

か

ひ

か

る
和
木
町
を

る
和
木
町
を

未
来
に
つ
な
ぐ

未
来
に
つ
な
ぐ

和わ

木き

町ち
ょ
う

山
口
県
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくりに
ぎ
わ
い
の
丘　
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

昭
和
54
年
か
ら
、
和
木
町
の
唯
一
の
観
光

資
源
で
あ
る
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
整
備
に
着

手
し
、
昭
和
62
年
に
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
平
成
2
年
に
は
バ
ラ

園
の
完
成
、
平
成
3
年
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
転

開
始
、
平
成
4
年
に
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
が

オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
町
民
だ
け
で
な
く

近
隣
の
人
々
に
も
愛
さ
れ
る
公
園
と
し
て

次
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
に

は
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
隣
接
地
に
本
格
的
な

ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公

園
を
中
心
と
し
た
一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と

な
り
ま
し
た
。

現
在
、令
和
3
年
3
月
の
完
成
を
目
指
し
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
交
流

棟
な
ど
、
賑
わ
い
と
憩
い
の
場
を
兼
ね
備
え

た
施
設
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
強
み
を
活
か
し
て

第
1
期
総
合
戦
略
で
は
、「
地
域
に
根
差

し
た
産
業
、
多
様
な
雇
用
の
創
出
」、「
誰
も

が
楽
し
く
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
る
た
め
の

支
援
」、「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
良
好

な
生
活
環
境
の
確
保
」
を
人
口
目
標
達
成
の

た
め
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
に
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
推
進
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
総
人
口
は
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
20
歳
代
後
半
並
び
に
30
歳
代

前
半
の
い
わ
ゆ
る
子
育
て
世
代
は
転
入
超
過

と
な
っ
て
お
り
、
出
生
数
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

特
に
、
本
町
の
強
み
で
あ
る
、
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
産
業
基
盤
、

こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
各
１
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
な

が
ら
の
教
育
活
動
、
鉄
道
や
道
路
、
空
港
な

ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
等
を
最
大
限
活
か

し
、
平
成
27
年
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、地
域
全
体
を
学
校
と
位
置
づ
け
た
、

和
木
学
園
構
想
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
を
土
台
と
し
た
町
づ
く
り　

～
町
ぐ
る
み
・
和
木
学
園
構
想
～

本
町
で
は
「
町
ぐ
る
み
和
木
学
園
」
と
い

う
構
想
を
掲
げ
、「
生
涯
学
習
」
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

和
木
学
園
と
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
ま
と
ま

り
の
あ
る
町
を
ひ
と
つ
の
学
園
と
見
な
し
、

生
ま
れ
る
前
か
ら
お
墓
に
入
る
ま
で
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
の
中
で
「
生
涯
学
習
」
を
推
進

し
て
い
く
取
組
の
こ
と
で
す
。
立
ち
上
げ
時

に
は
「
和
木
学
園
っ
て
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す

か
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

う
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
に
居
住

し
て
い
る
方
、
お
勤
め
の
方
は
、
み
ん
な
が

「
和
木
学
園
生
」
で
あ
り
、「
み
ん
な
が
生
徒　

み
ん
な
が
先
生
」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、

と
も
に
学
び
合
い
、
和
木
町
を
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
学
校
教
育
か
ら
社
会
教
育
ま
で

町
民
に
と
っ
て
の
豊
か
な
学
び
や
体
験
に
関

係
す
る
取
組
は
全
て
和
木
学
園
構
想
に
あ
て

は
ま
る
と
言
え
ま
す
。

▲日本で最初の石油化学コンビナート

▲和木町立和木こども園（幼保連携型認定こども園）

▲和木学園の概要パンフレット
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

フォーラム

広
が
る
取
組

和
木
学
園
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
き

て
い
る
の
か
、全
て
は
網
羅
で
き
ま
せ
ん
が
、

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
29

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
の
「
和
木
学
園

講
座
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
他
の
市
町
村
同
様
、
生
涯
学
習
関

係
の
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
健
康
」、

「
人
権
」、「
生
き
方
」、「
歴
史
」と
い
っ
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
豊
か
な
人
生
に
つ
な

が
る
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
お
り
、
著
名

な
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
、
地
域
の
人

材
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、「
郷
土
料
理
等
の
調
理
を
体
験

す
る
も
の
」
や
「
防
災
講
座
」、
野
外
で
の

活
動
と
し
て
、「
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」
や
「
社

会
見
学
」、「
町
内
史
跡
め
ぐ
り
」
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

単
日
の
取
組
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
和

木
学
農
園
」
と
い
う
自
然
農
法
の
農
園
も
運

営
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
月
１
回
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
作
物
が
給

食
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
１
つ
の
活
動

が
多
方
面
に
「
つ
な
が
り
、
広
が
っ
て
い
く

こ
と
」
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
「
わ
き
あ
い

キ
ッ
ズ
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
連
携

し
て
の「
体
験
入
部
」や
毎
週
水
曜
日
の「
昔

あ
そ
び
」、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
だ
が
し

屋
体
験
」、
夏
（
海
）
と
秋
（
森
）
に
行
う

自
然
体
験
、
ち
ぎ
り
絵
教
室
、
歴
史
教
室
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
高

齢
の
指
導
者
と
の
異
世
代
交
流
の
良
い
機
会

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、（
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
町
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ど
う
ぞ
！
）
日
々
の
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら
各

種
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
、
各
団
体
・
年
代
の

町
民
の
活
動
全
て
が
和
木
学
園
の
活
動
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
携
わ
る
方
々
が
、

輝
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
和
木
学
園
の
特
徴
は

和
木
の
魅
力
的
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
通

じ
て
学
び
合
い
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
す
。

和
木
町
な
ら
で
は
の
地
域
連
携
教
育

町
は
教
育
目
標
と
し
て
、「
～
ふ
る
さ
と

和
木
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
和
木
の
将
来

を
担
う
人
づ
く
り
～
」
を
掲
げ
て
お
り
、
教

育
も
和
木
学
園
構
想
と
連
動
す
る
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
具
体
的
な
活
動

の
１
つ
に「
和
木
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。
地
域
協
育
ネ
ッ

ト
協
議
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推

進
協
議
会
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
平
成
27
年

度
よ
り
始
動
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
・
小
学

校
・
中
学
校
で
一
貫
し
た
教
育
を
進
め
る
こ

と
も
含
め
、
学
校
運
営
協
議
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
文

化
協
会
・
体
育
協
会
・
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
・
す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ
・
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
・
教
育
委
員
会
が
一
同
に
会

し
、「
学
力
向
上
」、「
心
の
教
育
」、「
体
力

向
上
」
に
分
か
れ
て
協
議
を
し
ま
す
。“
め

ざ
す
子
ど
も
像
”
を
考
え
、
そ
の
後
、
こ
ど

も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
全
教
職
員
で
、

具
体
的
な
取
組
を
考
え
て
実
践
、
年
度
末
に

は
検
証
し
、
次
年
度
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
と
園
・
小
・
中
が
同

一
歩
調
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

大
き
な
特
徴
と
言
え
ま
す
。

「
本
音
レ
ベ
ル
で
思
い
を
共
有
し
、
当
事
者

意
識
で
つ
な
が
る
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
来

年
度
以
降
も
前
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
、
高
等
学
校
が
な
い
た

め
、
中
学
校
卒
業
後
は
、
町
の
行
事
や
地
域

の
諸
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
和
木
町
に
孝

行
（
高
校
）
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
画
し
、

奉
仕
の
精
神
を
培
っ
た
り
、
学
び
を
深
め
た

り
す
る
こ
と
が＜

学
校
・
家
庭
・
地
域＞

の

教
育
機
能
の
活
性
化
を
図
り
、
心
豊
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
郷
土
を
愛
す
る
人

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
と
し
た
生
涯
学

習
講
座
の
「
和
木
大
学
」
も
あ
り
、
受
講
年

数
に
応
じ
て
「
学
士
」～「
名
誉
教
授
」
ま
で

和
木
町
独
自
の
称
号
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、大
人
の
積
極
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
も
の
と
し
て
、
和
木
町
内
に
住
所
を

有
す
る
全
て
の
方
の
英
語
検
定
、
数
学
検
定
、

漢
字
検
定
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
お
け
る
検
定
料

を
全
額
助
成
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
活
動
も
実
践

し
て
い
ま
す
。
和
木
町
は
、
日
本
最
初
の
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
擁
し
て
お
り
、
学

校
や
地
域
と
協
働
し
た
取
組
を
「
コ
ン
ビ
学

▲和木学農園の参加者と収穫した野菜

▲和木学園講座「歴史教室」の様子
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フォーラム

習
」
と
称
し
て
い
ま
す
。「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」

と
「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
コ
ン
ビ
で
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
企
業
の
優

れ
た
教
育
力
を
地
域
に
還
元
す
る
取
組
と
し

て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

住
み
続
け
た
く
な
る
和
木
町
を
目
指
し
て

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
第
１
期
総
合
戦

略
で
計
画
し
た
取
組
・
施
策
の
進
捗
状
況
と

効
果
、
生
じ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、「
基

本
目
標
」
及
び
「
基
本
的
な
方
向
」
ご
と
に

評
価
を
行
い
、
第
2
期
の
策
定
に
向
け
て
検

討
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

こ
の
評
価
と
課
題
並
び
に
第
5
次
和
木
町

総
合
計
画
を
柱
と
す
る
各
種
計
画
と
の
整
合

性
を
と
る
と
と
も
に
、新
た
に
“
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
17
の
分
野
別
目
標
を
踏

ま
え
て
、
本
年
3
月
、
第
2
期
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、和
木
町
の
関
係
人
口
増
加
や
、

住
民
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、「
和
木
学
園
講
座
の
推
進
」
を
政
策
基

本
目
標
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
育
成
や
、
和
木
町
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
和
木
学
園
講
座

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
町
内
事
業
所
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
和
木
学
園
は
、
本
町
の
総

合
戦
略
に
お
い
て
も
重
要
な
事
業
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
貴
重
な

ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
像
と
し
て
、
引
き
続
き
第
1
期
戦
略

を
踏
襲
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
優
位
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
地
域
に
根
差
し
た
産
業
、
多
様
な

雇
用
の
創
出
」、「
だ
れ
も
が
楽
し
く
子
ど
も

を
産
み
・
育
て
る
た
め
の
支
援
」、「
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確

保
」
を
掲
げ
、
和
木
町
に
住
み
た
い
人
を
増

や
す
こ
と
や
、
住
み
続
け
た
く
な
る
和
木
町

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

和
木
町
長　

米
本　

正
明

▲企業と連携した学習活動「コンビ学習」の様子

●
み
ん
な
が
生
徒　

み
ん
な
が
先
生

　

町
ぐ
る
み
「
和
木
学
園
」
Ｈ
Ｐ

�

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.tow

n.
w
aki.lg.jp/w

akigakuen/

ト
マ
ト

南
米
ペ
ル
ー
原
産
の
ナ
ス
科
の
一
年
草
。

日
本
へ
は
１
６
０
０
年
代
に
入
っ
て
き
た
と

さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
鑑
賞
が
目
的
だ
っ

た
。食
用
と
し
て
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、

明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
だ
。

草
丈
は
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
育
ち
、
黄
色

の
花
を
つ
け
、
花
が
落
ち
る
と
実
を
結
ん
で

い
く
。
真
っ
赤
に
熟
れ
た
実
は
、
冷
や
し
て

サ
ラ
ダ
な
ど
に
用
い
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
風
味

は
夏
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
。
今
で
は
四
季

を
通
じ
て
出
回
っ
て
い
る
が
、
夏
の
露
地
も

の
は
果
汁
も
多
く
、
味
が
濃
い
。
生
食
の
ほ

か
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
に
加
工

さ
れ
る
。

リ
コ
ピ
ン
と
呼
ば
れ
る
カ
ロ
テ
ン
の
一
種

が
多
く
含
ま
れ
、
老
化
や
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
最
近

は
糖
度
の
高
い
甘
い
ト
マ
ト
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。

終
戦
の
日

１
９
４
５
年
８
月
15
日
正
午
、
ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
た
昭
和
天
皇
の
玉
音
放
送
に
よ
っ

て
、日
本
国
民
は
戦
争
の
終
わ
り
を
知
っ
た
。

日
本
は
連
合
国
側
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
無

条
件
で
受
託
。
１
９
３
１
年
の
満
州
事
変
の

後
、
日
中
戦
争
か
ら
日
米
開
戦
に
至
る
長
い

昭
和
の
戦
争
が
、
よ
う
や
く
終
わ
り
を
告
げ

た
。
犠
牲
者
は
、
軍
人
・
軍
属
、
民
間
人
を

合
わ
せ
て
３
１
０
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。

こ
の
日
を
「
終
戦
記
念
日
」
と
し
て
、
戦

争
の
根
絶
と
平
和
を
誓
い
、
戦
没
者
を
追
悼

す
る
行
事
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
。
し
か

し
、
終
戦
の
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
も
75

歳
。
戦
争
の
記
憶
は
失
わ
れ
て
い
く
ば
か
り

だ
が
、
一
方
で
世
界
で
は
今
も
紛
争
が
続
い

て
い
る
。
多
く
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
平

和
の
あ
り
が
た
さ
を
、
改
め
て
か
み
し
め
た

い
。有

吉
佐
和
子

日
本
の
歴
史
や
古
典
文
学
か
ら
現
代
の
社

会
問
題
ま
で
幅
広
い
テ
ー
マ
で
、
多
く
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
発
表
し
た
。
母
は
和
歌

山
の
庄
屋
の
生
ま
れ
。
父
は
銀
行
勤
務
。
父

の
赴
任
に
伴
い
、
小
学
校
時
代
を
ジ
ャ
ワ

（
現
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
で
過
ご
し
た
。
東

京
女
子
大
学
短
期
大
学
部
英
語
学
科
卒
業
。

１
９
５
６
年
、『
地
唄
』
が
芥
川
賞
の
候

補
と
な
り
、
注
目
を
集
め
た
。
自
ら
の
家
系

を
モ
デ
ル
と
し
た
『
紀
ノ
川
』
で
、
小
説
家

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
１
９
６
２
年

に
結
婚
し
、
長
女
の
有
吉
玉
青
を
も
う
け
る

が
、
夫
の
事
業
失
敗
で
離
婚
。
１
９
７
０
年

代
に
入
り
、『
恍
惚
の
人
』
や
『
複
合
汚
染
』

な
ど
を
発
表
し
た
。
代
表
作
に
『
華
岡
青
洲

の
妻
』『
和
宮
様
御
留
』
な
ど
。
１
９
８
４

年
８
月
30
日
、
急
性
心
不
全
で
死
去
。
53
歳

の
若
さ
だ
っ
た
。

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（
８８
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
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日　程

　令和2年10月29日(木)～ 10月30日(金)
会　場

　�全国市町村国際⽂化研修所（JR京都駅より湖⻄線約15分 唐崎駅下⾞徒歩約3分）

講　演

　地域自立応援施策の動向
総務省地域力創造グループ地域自立応援課

　「地方創生」をめぐる最近の動向
内閣府地方創生推進室

　アートで地域社会の縁結び
東京藝術大学大学院国際芸術創造研究科長　熊倉　純子�氏

　ミニコンサート
ソプラノ　廣田�美穂�氏 ピアノ　浅野　菜生子�氏

　「持続可能な京都のまちづくり～SDGsの達成へ�挑戦と改革～」
京都市長　門川　大作�氏

　「荒ぶる災害に向かい合うこれからの防災」
東京大学大学院情報学環　特任教授　片田　敏孝�氏

受講料

　6,900円
定　員

　40名（定員を大幅に超えた場合は、抽選とさせていただきます。）

申込期限

　令和２年9月７日（月）

【お問い合わせ】
(公財)全国市町村研修財団　全国市町村国際⽂化研修所(JIAM)　教務部
〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番１号　電話（077）578-5932　FAX（077）578-5906

e-mail : kenshu@jiam.jp　　ホームページ　https://www.jiam.jp

全国市町村国際文化研修所　共催：総務省、内閣府、一般財団法人地域創造

全国市町村国際文化研修所（ＪＩＡＭ）では、市区町村長・副市区町村長及び部長級職員
の皆様を対象に、市町村長特別セミナー「地域経営塾」を開催します。

　本セミナーでは、芸術文化・防災・観光など、地域の特性を活かしたまちづくり・地域づくりにおける
市町村の役割などについて、「地域経営」に関連する様々な分野でご活躍の講師にご講演いただきます。

令和 ２年度
市町村長特別セミナー「地域経営塾」のご案内

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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2020年（令和 2年） 8月24日　14

随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3130号

香
川
県
土
庄
町
は
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か

ぶ
「
小
豆
島
」
の
北
西
部
に
位
置
し
、
美

し
い
海
と
四
季
を
通
じ
て
温
和
な
気
候
に

恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
本
町
は

「
豊て

島し
ま

」「
小お

豊で

島し
ま

」「
沖
之
島
」
を
含
む

４
つ
の
有
人
離
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
瀬
戸
内
な
ら
で
は
の
多
島
美
は
息
を

呑
む
美
し
さ
で
す
。

明
治
41
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
中
海
か
ら

初
め
て
持
ち
込
ま
れ
た
オ
リ
ー
ブ
の
木
が

わ
が
国
で
唯
一
、
こ
こ
「
小
豆
島
」
に
だ

け
根
付
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
地
中
海
に
似
た
温
和
な
気
候
は
オ

リ
ー
ブ
の

栽
培
に
適

し
て
お

り
、
今
や

オ
リ
ー
ブ

の
生
産
は

島
の
主
要

産
業
に
ま

で
成
長
し
て
い
ま
す
。

県
花
・
県
木
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
オ

リ
ー
ブ
は
、
島
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
瀬
戸
内
の
風
に

そ
よ
ぐ
オ
リ
ー
ブ
の
木
々
が
、
訪
れ
た
観

光
客
を
温
か
く
出
迎
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
オ
リ
ー
ブ
の
発
祥
の
地
で
あ
る

「
小
豆
島
」
は
、
人
口
約
２
万
８
千
人
の

島
で
す
が
、
人
口
の
約
40
倍
、
年
間
約

１
１
０
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光

の
島
で
も
あ
り
ま
す
。

小
豆
島
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、小
豆
島
出
身
の
作
家
、

壷
井
栄
氏
の
名
作
「
二
十
四
の
瞳
」
の
映
画

化
で
し
た
。
映
画
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
、

舞
台
と
な
っ
た
「
小
豆
島
」
に
は
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
47
年
の
山
陽
新
幹
線
の

岡
山
開
通
、
平
成
元
年
の
瀬
戸
大
橋
開
通

な
ど
、
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
た
こ

と
に
よ
り
、
観
光
客
は
順
調
に
増
加
し
、

島
の
観
光
産
業
は
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
状
況

は
一
変
。
観
光
客
は
大
き
く
減
少
し
、

島
の
観
光
産
業
は
低
迷
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、「
ア
ー
ト
に
よ
る
地

域
づ
く
り
」
を
切
り
拓
い
て
き
た
福
武
總

一
郎
氏
と
北
川
フ
ラ
ム
氏
が
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
る
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
（
瀬
戸
芸
）
は
、「
小

豆
島
」と「
豊
島
」を
含
む
瀬
戸
内
の
島
々

を
舞
台
に
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
現
代

ア
ー
ト
の
祭
典
で
す
。
開
催
前
は
、
現
代

ア
ー
ト
に
関
心
の
あ
る
人
し
か
来
な
い
の

で
は
な
い
か
、
船
を
乗
り
継
い
で
ま
で

島
々
を
巡
る
人
が
い
る
の
か
と
、
不
安
に

思
う
声
も
あ
り
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混

じ
る
中
で
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

い
ざ
開
幕
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
不
安
を

よ
そ
に
多
く
の
人
が
瀬
戸
内
の
島
々
に
押

し
寄
せ
、
島
を
巡
る
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
に

は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
現
代
ア
ー

ト
の
愛
好
家
だ
け
で
は
な
く
、
初
め
て
現

代
ア
ー
ト
を
目
に
す
る
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
来
島
さ

れ
、
島
の
自
然
や
文
化
に
調
和
し
た
作
品

を
体
感
し
ま
し
た
。

昨
年
、
４
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９
」
に
は
、
２

つ
の
港
と
12
の
島
々
に
約
１
１
７
万
人
が

訪
れ
、
過
去
最
高
の
来
場
者
を
記
録
し
ま

し
た
。
高
松
空
港
の
国
際
線
が
充
実
し
た

こ
と
や
、
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
で
「
２
０
１
９
年
に
訪
れ
る
べ
き
52
の

場
所
」
に
瀬
戸
内
の
島
々
（
Ｓ
ｅ
ｔ
ｏ
ｕ

ｃ
ｈ
ｉ 

Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
）
が
選
出
さ

れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
外
国
人
観
光
客

の
増
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。

瀬
戸
芸
の
開
催
を
重
ね
る
ご
と
に
、
島

に
は
恒
久
的
に
設
置
さ
れ
る
作
品
が
増
え

て
い
る
た
め
、開
催
期
間
外
で
あ
っ
て
も
、

現
代
ア
ー
ト
を
楽
し
む
多
く
の
観
光
客
が

島
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
瀬
戸
芸
が
島
を
変

え
る
“
大
事
件
”
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
島

民
の
だ
れ
も
が
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
に
は
、現
代
ア
ー
ト
の
ほ
か
に
も
、

潮
の
満
ち
干
き
で
現
れ
た
り
消
え
た
り
す

る
不
思
議
な
砂
の
道
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー

ド
」
を
は
じ
め
、
世
界
一
狭
い
海
峡
と
し

て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
認
定
さ
れ
て
い
る
「
土ど

渕ふ
ち

海
峡
」、
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物
で

あ
る
「
宝
生
院
の
シ
ン
パ
ク
」
な
ど
、
多

く
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
や
素
麺
、
ご
ま
油
、

醤
油
、
佃
煮
、
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
牛
、
小

豆
島
島し

ま

鱧は
も

な
ど
、
全
国
に
自
慢
で
き
る
地

場
産
品
も
数
多
く
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
島
は
バ
ブ
ル
崩
壊
時
以
上

の
大
き
な
荒
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
島
民
が
一
丸
と
な
り
、
こ
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
い
く
所
存
で
す
。

自
粛
ム
ー
ド
が
解
消
さ
れ
、
気
兼
ね
な

く
旅
行
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
一
度
、「
小
豆
島
」
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
オ
リ
ー
ブ
の
木
々
と
と

も
に
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

随  想

　

▲干潮時に現れる「エンジェルロード」

▲

小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ

三
さえ

枝
ぐさ

　邦
くに

彦
ひこ

香川県土
との

庄
しょう

町　

「瀬戸内国際芸術祭」
が島を変えた！
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車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

ご契約のお車が、事故、故障で自力走行できなくなった場合、事前にロードアシスタンス専用デスクにご連絡ください。ロードアシスタンス業者
にお取り次ぎし、レッカーや 30 分程度の緊急修理などを手配します。　●バッテリー上がりや、キー閉じこみ、ガス欠　など

・このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

SJNK17-16682(2017.12.28作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

・掛金（保険料）は、型式、初度登録年月、年齢条件、運転者限定特約の有無、共済（保険）金額、等級などにより異なります。

※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

無料ロードサービスがついてきます。

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！

●無事故による割引で新規から （保険料）割引％43
・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年

        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3130号15　2020年（令和 2年） 8月24日
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町 村 週 報（第三種郵便物認可） 2020年（令和 2年） 8月24日　16第3130号

全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

和・洋食のレストランも
お気軽にご利用ください

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号
ホームページアドレス　http://www.zck.or.jp/kaikan

カジュアルレストラン「ペルラン」 和食処「さいかち」

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

東京でのイベントに最適な
絶好のロケーションを誇る全国町村会館。
かけがえのないひとときを、
上質なサービスでおもてなしいたします。

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
18室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

観光PR、移住セミナー
職員採用試験などの説明会

職員旅行・家族旅行

和室もございますのでお問い合わせください。（禁煙ルームもご用意しております。）

さまざまな「集いの場」を
演出いたします

広さと設備が多彩な大ホールと、３つの
会議室がございます。
会議・研修、パーティーなどに幅広くご利用
いただけます。
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